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よ
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よ
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■
入
学
課

『
学
生
募
集
』

　
令
和
５
年
度
学
生
募
集

の
日
程
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
出
願
期
間

◎
前
期
生

　12
月
10
日
㈯
〜
５
月
31
日
㈬

◎
後
期
生

７
月
10
日
㈯
〜
10
月
31
日
㈫

　
通
信
教
育
部
で
は
、よ
り

良
い
学
修
環
境
の
整
備
に
力

を
入
れ
て
お
り
、令
和
５
年

度
は
約
６
０
０
講
座
の
ス

ク
ー
リ
ン
グ
及
び
、１
０
０

講
座
を
超
え
る
メ
デ
ィ
ア
授

業
の
開
講
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　
卒
業
生
の
皆
さ
ん
の
お
知

り
合
い
の
中
に
通
信
教
育
に

興
味
の
あ
る
方
、働
き
な
が

ら
学
べ
る
大
学
、教
員
免
許

の
取
得
や
生
涯
学
習
の
場
を

お
探
し
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
ら
、是
非
、母
校

で
あ
る
本
学
通
信
教
育
部

を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
入
学
課
で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
通
じ
て
、通
信
教
育
部

が
ひ
と
り
で
も
多
く
の
方
に

広
く
知
れ
わ
た
る
よ
う
、入

学
説
明
会
の
情
報
な
ど
の

更
新
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。

　
入
学
説
明
会
は
オ
ン
ラ

イ
ン
や
東
京
の
市
ヶ
谷
キ
ャ

ン
パ
ス
、全
国
の
学
習
セ
ン

タ
ー
等
を
利
用
し
て
の
開
催

を
予
定
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

全
国
の
主
要
都
市
で
開
催
さ

れ
る
私
立
大
学
通
信
教
育

協
会
の
合
同
入
学
説
明
会

に
も
参
加
し
ま
す
。

　
ご
来
場
い
た
だ
い
た
方
に

は
最
新
の
情
報
を
提
供
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。開
催
日

程
等
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

■
教
務
課

『
９
月
卒
業
』

　
令
和
４
年
９
月
卒
業
の

学
位
記
伝
達
が
、同
年
10
月

15
日
㈯
に
行
わ
れ
、新
た
に

１
１
２
名
の
学
生
が
卒
業
し

ま
し
た
。

『
在
学
生
数
』

　
令
和
４
年
10
月
１
日
現

在
で
の
在
学
生
数
は
、７
５

７
７
名
で
す
。

■
学
生
課

『
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
会

　
　
　
　
　
　  （
サ
ロ
ン
）』

　
令
和
４
年
度
学
生
支
援

策
の
一つ
と
し
て
、教
員
と
学

生
及
び
学
生
同
士
が
交
流
す

る「
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
会（
サ

ロ
ン
）」を
実
施
し
ま
し
た
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
会（
前

期
）は
、第
一
部
は
学
科
別
質

問
コ
ー
ナ
ー
、第
二
部
は
交

流
会
と
し
、延
べ
31
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
後
期
は
、よ
り
打
ち
解
け

た
、自
由
度
の
高
い
内
容
と

な
る
よ
う「
オ
ン
ラ
イ
ン
サ

ロ
ン
」と
名
称
変
更
。10
月

か
ら
12
月
に
か
け
て
計
４
回

実
施
し
ま
す
。

　
後
期
初
回
の
10
月
21
日

㈮
は
12
名
が
参
加
。学
修
上

の
悩
み
や
大
学
へ
の
要
望
な

ど
、活
発
な
意
見
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
校
友
の
皆
様
を

交
え
た
サ
ロ
ン
も
実
施
し
ま

す
。教
員
及
び
在
学
生
と
の

交
流
の
場
と
な
る
、よ
り
よ

い
サ
ロ
ン
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。

■
研
究
事
務
課

『
研
究
紀
要
』の
発
行

　
令
和
４
年
３
月
、通
信
教

育
研
究
所
か
ら『
研
究
紀

要
』
第
35
号
が
発
行
さ
れ
ま

し
た
。

■
教
職
員
人
事

退
職
〈
定
年
〉（
４
・
９
・
７
）

　
学
生
課
課
員
　   

　
　  

山
口
克
惠
常
勤
嘱
託

通
信
教
育
部

校
友
会
よ
り

通
信
教
育
部

校
友
会
よ
り

通
信
教
育
部

校
友
会
よ
り

《
会
報
の
原
稿
に
つ
い
て
》

　
会
報
の
記
事
原
稿
の
内

容
に
つ
い
て
は
、各
支
部
・

ブ
ロ
ッ
ク
の
活
動
報
告
、春

秋
の
叙
勲
・
褒
章
の
受
章
者

や
支
部
活
動
の
貢
献
者
等

の
校
友
紹
介
、通
信
教
育
部

校
友
会
の
本
部
や
事
務
局

に
対
す
る
提
案
、随
筆
そ
の

他
、な
ん
で
も
結
構
で
す
。

本
会
事
務
局
宛
て
に
お
送

り
く
だ
さ
い
。

　
た
だ
し
、原
稿
は
次
の
事

項
に
留
意
し
て
、ご
作
成
く

だ
さ
い
。

⑴
２
桁
の
数
字
は
１
マ
ス
に

　
書
き
入
れ
る
。

（
例
）○
12
月
31
日

　
　×

十
二
月
三
十
一
日

⑵
曜
日
は
１
マ
ス
で
表
記
す

   

る
。（
例
）㈰
㈪
㈫

⑶
校
友
紹
介
の
原
稿
に
は

    

顔
写
真
を
添
付
す
る
。

㊟
ご
寄
稿
い
た
だ
い
た
原
稿

   

は
、広
報
部
に
お
い
て
掲  

   

載
の
可
否
を
判
断
の
上
、

   

忠
実
に
掲
載
す
る
よ
う
心

   

が
け
て
お
り
ま
す
が
、
会

   

報
の
公
共
性
、紙
面
構
成

   

の
都
合
等
に
よ
り
、修
正  

   

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。あ

　
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

《
支
部
・
ブ
ロ
ッ
ク
総
会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
   

開
催
報
告
書
に
つ
い
て
》

　
報
告
書
は
前
項
に
従
っ
て

ご
作
成
く
だ
さ
い
。報
告
書

を
提
出
し
た
支
部
及
び
ブ

ロ
ッ
ク
に
対
し
て
は
、規
定

の
補
助
金
を
支
給
し
ま
す
。

提
出
資
料
は
、次
の
３
点
で
す
。

①
開
催
報
告
書

　
前
項
を
遵
守
し
、６
０
０
字

程
度
に
ま
と
め
て
く
だ
さ
い
。

②
集
合
写
真

③
郵
便
振
替
用
紙

   （
払
込
取
扱
票
）

　
た
だ
し
、口
座
番
号
・
加

　
入
者
名
を
明
記
の
こ
と
。

《
原
稿
の
提
出
に
つ
い
て
》

　
原
稿（
写
真
画
像
も
含

む
）の
ご
提
出
に
当
た
っ
て

は
、可
能
な
限
り
、左
記
の

ア
ド
レ
ス
に
宛
て
て
、メ
ー

ル
添
付
に
て
電
子
フ
ァ
イ
ル

の
形
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

〈
会
報
用
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
〉

kaihou@nudld-koyukai.com

　　
会
報
編
集
作
業
の
効
率

化
、事
務
局
業
務
の
省
力
化

の
た
め
、各
位
の
ご
協
力
の

ほ
ど
、何
卒
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

《
会
報
発
送
補
助
費
に
つ
い
て
》

　
各
支
部
に
お
い
て
、所
属

す
る
校
友
各
位
に『
通
信
教

育
部
校
友
会
報
』
を
発
送
し

た
際
は
、左
記
の
書
類
を
添

え
て
、本
会
事
務
局
に
ご
申

請
く
だ
さ
い
。１
部
に
つ
き

上
限
１
０
０
円
ま
で
補
助
費

を
支
給
し
ま
す
。

①
会
報
発
送
補
助
費
申
請
書

②
発
送
代
金
の
領
収
書（
コ
ピ
ー
）

③
郵
便
振
替
用
紙（
払
込
取
扱
票
）

　
た
だ
し
、口
座
番
号
・
加

　
入
者
名
を
明
記
の
こ
と
。

《
事
務
局
よ
り
お
知
ら
せ
》

　
校
友
会
報
の
発
送
、総

会
等
の
案
内
状
送
付
そ
の

他
の
都
合
上
、お
引
越
し
等

で
ご
住
所
が
変
更
さ
れ
た

場
合
は
、な
る
べ
く
早
期
に

本
会
事
務
局
ま
で
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

　
本
会
事
務
局
の
業
務
日

時
は
現
在
、月
〜
金
曜
日

（
祝
祭
日
を
除
く
）
10
〜
18

時
と
な
っ
て
い
ま
す
。 メール作成

QRコード

通信教育部校友会
ホームページ
http://www.nudld-koyukai.sakura.ne.jp/wp/

　
令
和
５
年
５
月
21
日
㈯

開
催
の
予
定
で
す
。

　
詳
細
が
決
ま
り
ま
し
た

ら
、本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
告
知
・
案
内
い
た
し
ま
す
。

　
会
報
１
０
０
号
は
、コ
ロ
ナ

禍
の
中
で
編
集
委
員
皆
さ
ん
の

協
力
の
基
で
無
事
に
発
行
出
来

ま
し
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　
今
回
は
新
年
号
な
り
ま
す
。

各
支
部
に
お
か
れ
ま
し
て
は
や

は
り
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
し
ょ

う
か
、紙
上
総
会
、又
は
休
会

が
多
く
見
受
け
ら
れ
原
稿
が
少

な
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
し

た
。ま
た
、一般
原
稿
も
少
な
く

苦
慮
し
た
次
第
で
す
。１
０
０

号
の
節
目
の
会
報
で
あ
り
、会

員
各
位
の
１
０
０
号
に
寄
せ
る

思
い
出
等
原
稿
を
期
待
し
て
い

ま
し
た
が
残
念
で
し
た
。

　
こ
の
状
況
で
し
た
の
で
、い

つ
も
の
会
報
で
す
と
８
ペ
ー
ジ

と
な
る
の
で
す
が
、１
０
０
号

は
６
ペ
ー
ジ
と
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　
校
友
会
も
事
務
局
員
が
交

代
と
な
り
、山
口
克
惠
さ
ん
に

代
わ
り
ま
し
た
。

　
勤
務
も
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

と
多
く
校
友
の
皆
さ
ん
も
、お

問
い
合
わ
せ
等
が
し
や
す
い
環

境
に
な
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

　
校
友
の
皆
さ
ん
の
ご
健
勝
を

祈
念
し
て
い
ま
す
。

　
　
　  

文
責：師
田 

袈
裟
茂

編 

集 

後 

記

　令和４年 10 月 11日より校友会事務局事
務員として務めさせていただく山口克惠で
す。通信教育部の常勤嘱託として、教材課・
編集課・学生課にて約30年間勤務させてい
ただいた経験をもとに校友会会員の皆様及
び準校友会会員の学生の皆様のお役に立
てるよう精進してまいりますので、ご指導ご
鞭撻のほどよろしくお願い致します。
　趣味は、宝塚歌劇の観劇と元徳島県学事
（入学）指導員  木内祐子さんのご子息で
ミュージカル俳優「木内健人」さんの舞台
鑑賞（2021 年「レ・ミゼラブル」「夫婦漫才」
他2022年「ガイズ＆ドールズ」「天使にラブ
ソングを～シスターアクト」他出演し、2023
年「SPY×FAMILY」出演予定でこれから
益々の活躍が期待されている。）

ご挨拶

山口 克惠
校友会事務局

ご
卒
業
お
め
で
と
う

ご
卒
業
お
め
で
と
う

ご
卒
業
お
め
で
と
う

通
信
教
育
部

法
学
部
法
律
学
科
　　　

            

７
名

法
学
部
政
治
経
済
学
科     

12
名

文
理
学
部
文
学
専
攻

　

   

　　　

                 （
国
文
学
）　

  
５
名

文
理
学
部
文
学
専
攻

                    （
英
文
学
）  

　25
名

文
理
学
部
哲
学
専
攻
　　　

        

８
名

文
理
学
部
史
学
専
攻        

　６
名

経
済
学
部
経
済
学
科
　

        

　22
名

商
学
部
商
業
学
科            

　27
名

　

                      

総
計
　１
１
２
名

■
優
等
賞

文
理
学
部
文
学
専
攻
（
英
文
学
）

　
　
　
　
　
　
　  

中
西
　
里
佳

通
信
教
育
部

■
部
長
賞

文
理
学
部
文
学
専
攻
（
国
文
学
）

　
　
　
　
　
　 

寳
田
　
陽
菜
乃

■
校
友
会
長
賞

法
学
部
政
治
経
済
学
科
　

　
　
　
　
　
　
　 

小
向
　
泰
憲

■
精
励
賞

文
理
学
部
哲
学
専
攻
　

　
　
　
　
　
　
　 

中
島
　
司
郎

文
理
学
部
史
学
専
攻
　

　
　
　
　
　
　
　 

石
井
　
賢
二

文
理
学
部
史
学
専
攻
　

　
　
　
　
　
　 
山
﨑
　
美
枝
子

経
済
学
部
経
済
学
科
　

　
　
　
　
　
　
　
　 

石
原
　
弘

他
１
名
（
本
人
の
希
望
に
よ
り
未
掲
載
）

第
52
回 

定
期
総
会

創
立
50
周
年記念誌

創
立
50
周
年記念誌

創
立
50
周
年記念誌

明年の通信教育部創立50周年
を祝して、記念誌の制作を予
定しております。お持ちの校
友会に関する写真をご提供く
ださい。

創
立
50
周
年

記
念
式
典
開
催
（予定）

日本大学通信教育部校友会日本大学通信教育部校友会

〒
167-

0033
　
東
京
都
杉
並
区
清
水
三-

三
一-

六-

六
〇
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

電
話   

〇
九
〇-

八
七
七
〇-

二
二
三
二

日
本
大
学
通
信
教
育
部
校
友
会  

東
京
都
支
部
幹
事

日
本
大
学
校
友
会  

東
京
都
第
四
支
部  

監
事

　

  　

  

玉

　井

　孝

　丸

日
本
大
学
通
信
教
育
部
校
友
会  

山
形
県
支
部

　  

顧
　
　
問  

　
　
小   

笠   

原   

毅

顧
　
　
問  

　
　
佐
々
木

　芳

　一

支 

部 

長  

　
　
大

　塚

　勝

　衛

副
支
部
長 

　  

井

　上

　
　
　太

 

副
支
部
長  

　  

松

　木

　孝

　雄

副
支
部
長 

　  

佐

　藤

　武

　好

副
支
部
長 

　  

三

　柏

　憲

　生

〒
747-

0341
　
山
口
県
山
口
市
徳
地
引
谷
七
九
九

　
　
　
　
　
　
　
　
〇
八
三-

五
五
六-

〇
七
三
六

　
　
　
　
　
携  

帯
　〇
九
〇-

一
三
三
二-

〇
五
二
四

日
本
大
学
通
信
教
育
部
校
友
会  

山
口
県
支
部
顧
問

　

  　

  

村

　田

　義

　和

Ｆ
Ａ
Ｘ

Ｔ
Ｅ
Ｌ

勤
務
先
　
〒
252-

0880
　
神
奈
川
県
藤
沢
市
亀
井
野
一
八
六
六

　
　         

　
　
　 

　  

日
本
大
学
生
物
資
源
科
学
部  

庶
務
課

　    

　
　
　
　
　
　
　  

携
帯  

〇
九
〇-

七
〇
一
三-

三
〇
二
七

日
本
大
学
校
友
会  

委
員

日
本
大
学
通
信
教
育
部
校
友
会  

常
任
幹
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　神
奈
川
県
支
部
長

　

  

黒

　澤

　大

　治

〒
251-

0872
　
神
奈
川
県
藤
沢
市
立
石
二-

五-

七

　
　 

携
帯  

〇
九
〇-

二
一
八
〇-

二
八
五
四

日
本
大
学
通
信
教
育
部
校
友
会  

副
幹
事
長
（
幹
事
長
代
理
）

日
台
親
善
桜
蘭
会  

事
務
局
長

　

  

田

　添

　
　
　正

日
本
大
学
通
信
教
育
部
校
友
会  

監
査

東
京
都
支
部  

顧
問

　

  　

  

川

　熊

　長

　子

　
　
　〒
270-

2266
　
千
葉
県
松
戸
市
常
盤
平
西
窪
町
二
一-

一
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
電
話
　〇
四
七-

三
八
八-

〇
六
一
八

　
滋
賀
県
支
部
、浅
野
恭
司

（
86
歳
）が
令
和
４
年
５
月

31
日
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
の

で
謹
ん
で
ご
報
告
い
た
し
ま

す
。

　
茲
に
ご
冥
福
を
心
よ
り

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
山
口
県
支
部
、吉
村
益
吉

（
百
歳
）が
令
和
４
年
10
月

13
日
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
の

で
謹
ん
で
ご
報
告
い
た
し
ま

す
。

　
茲
に
ご
冥
福
を
心
よ
り

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

訃

　報


